
退院調整ルール運⽤開始後の令和元年度第２回メンテナンス協議の開催結果について

令和元年度第２回介護⽀援専⾨員による協議
南薩⻄部３市 指宿市

日 時 R2.2.4(火)14時〜16時 R2.2.5(水)14時〜16時

場 所 南九州市コミュニティーセンター川辺文化会館 指宿市役所３階大会議室Ａ

参加者 43名 （南薩⻄部３市内の居宅介護⽀援事業所，⼩規模
多機能型居宅介護の各事業所代表者１名） 17名 指宿市内の居宅介護⽀援事業所，⼩規模多機能型

居宅介護の各事業所代表者１名）

内 容
(1) 医療・介護合同会議で検討して欲しいこと
(2) 退院調整ルールを活⽤して良かったこと
(3) 今後の退院調整ルールの事業スケジュールについて

「南薩保健医療圏域退院調整ルール」の運⽤状況を点検し，改善点を検討するため，メンテナン
ス協議を開催していますが。今回は，新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤防⽌のため，令和元
年度第２回医療・介護合同会議を中⽌しました。

１．ルールが定着し，⼊退院時の情報提供は良好な状況ですが・・・

◎⼊退院時の情報提供率は，
どちらも90％以上をキープ
しています。

◎⼊退院時どちらも要支援の方の
情報共有が少ない状況です。

◎退院時情報提供ありの割合が
上昇傾向から下降傾向に転じ
ています。

★アンケート回収率は，100％︕

２．介護支援専門員による協議の内容から抜粋

＜医療・介護合同会議で検討して欲しいこと＞

●救急搬送や転院時にケアマネへの連絡がなくて，⾯会に⾏くといつの間にか退院・転院している。
●医療機関の退院調整担当者が固定していない時，連携をとる度に相⼿が違い，経過を追って聞くのが難しい。
●緊急時の対応や身寄りがない人の対応ではケアマネに丸投げするのではなく話してすりあわせをして欲しい。
●⼊院時情報提供シートと病院独自の情報提供シートの作成も依頼され，二重になり負担である。
●退院後安心して生活していくために退院前カンファレンスを開催して欲しい。お互いに意味のあるカンファレンスにし
たい。 等



４．事業参加医療機関は45か所です（未参加は残り２か所）
事業参加医療機関は、令和２年２⽉末現在 45か所 です。

【枕崎市】
ウエルフェア九州病院、尾辻病院、⼩原病院、久⽊⽥整形外科病院、サザン・リージョン病院、⽴神リハビリテーション温泉病院、
枕崎市⽴病院
【指宿市】＊市内全医療機関が参加
今林整形外科病院、⾚崎病院、伊藤記念病院、指宿浩然会病院、指宿さがら病院、指宿⽵元病院、指宿医療センター、
⻄⽥病院、宮薗病院、⼭川病院、生駒外科医院、指宿脳神経外科、上村内科クリニック、開聞クリニック、⽊之下クリニック、
橋口医院、肥後内科クリニック
【南さつま市】
阿多病院、有⾺病院、加世⽥病院、県⽴薩南病院、真愛病院、南さつま市⽴坊津病院、南さつま中央病院、
アルテンハイムリハビリテーションクリニック本町、⼩⼭クリニック、徳久整形外科、友松内科クリニック、
宮内クリニック、唐仁原内科クリニック
【南九州市】
川辺生協病院、菊野病院、こだま病院、中村温泉病院、南薩ケアほすぴたる、南九州さくら病院、
笹川医院、⻘⽊医院

これからも，メンテナンス協議を続けていきましょう︕
退院調整ルールの周知を図り、みんなでルールを運⽤し，活⽤していきましょう︕
６⽉に令和２年度１回⽬の実態調査を⾏います。御協⼒よろしくお願いします。

３．令和2年度の事業スケジュール（案）について

退院調整ルールが定着してきましたので，令和２年度メンテナンス協議の「会議の持ち⽅」を検討しています。
以下が令和２年度の事業スケジュール（案）です。
●退院調整状況確認アンケート調査 … 年２回（６⽉と11⽉）
●企画運営会議 … 8⽉中旬（医療機関代表・ケアマネ代表・各市・振興局）
●メンテナンス協議（医療・介護合同会議）

回 数︓年２回（９⽉と２⽉）
参加者︓各機関から１名ずつ（参加医療機関，居宅介護⽀援事業所，⼩規模多機能型居宅介護）
※「医療・介護合同会議」のみ開催し，「介護⽀援専⾨員による協議」は開催しない予定です。

＜退院調整ルールを活⽤して良かったこと＞

●お互いに顔の⾒える関係が構築されて，電話でも必要な内容を伝え，理解できる。
●外来通院の患者との連携にも役⽴ち，外来患者の相談もしやすい。
●医療機関がケアマネの役割を理解し，ケアマネを意識してくれている。
●カンファレンスでは，ケアマネはこれまでの状況を伝え，⽬標を共有し，医療機関の各専⾨職から意⾒や助⾔を
いただき，在宅スタッフも安心してサービスを提供できる。利⽤者家族も安心して在宅生活を送れる。
（たとえば，急変時の対応・救急⾞を呼ぶタイミングを知る・⾷事の形態やむせに適切に対応できる 等）

●退院調整ルールを運⽤することで時間が生まれ，家族との調整等にその時間を有効活⽤できる。
●家屋調査でのリハ専⾨職のアプローチは有難い。
●以前より生活に重きをおいて一緒に考えてくれる。必要な時に必要な情報を共有した。 等


